
 
 
 
 
夏

期

講

習

會

八
月
五
日
か
ら

一
週
間
、
松
江
市
師
範
學
校
附
属
小
學
校
内

に
於

て
開
か

れ
た
講
習
會

の
景
況
は
、
別
記
主
催
者

の
報
告

の
通

り
で
あ
る
。
會
員
申

込
は
六
十

二
名
で
、
内
出
席
者

の
姓
名
は

 
竹
下

一
郎
 
佐
藤
邦
之
助
 
杉
本
緑
 
奥
村
芳
夫
 
常
松
久
藏
 
高
橋

 

た
み
 
吉
岡
彦
 
荒
島
邦
吉
 
小
村
文

吉
 
三
谷
鏡
 
綾
部
謙
吉
 
中

 
村

ふ
み
 
山
根
精

一 

宅
和
厚
徳
　
村
上
鐵
臣
 
大
野
實
 
吉
野
透

 
兒

玉
富
藏
 
渡
邊
昇
 
草
光
信
成
 
齋
藤
正
 
秦
英
吉
 
西
田
敬

三

 

佐
藤
恭
次
郎
 
福

田
信
三
 
山
本
寛
 
小
倉
最
勝
 
並
河
榮
四
郎
 
成

 
瀬
健
 
松
本
し
か
 
中
村
寅
松
 
井
川
恭
 
大
野
義
守
 
永
岡
忠

一

 
奥
村
富
夫
 
松
本
く

に
 
松
上
嚴
男
（
以
上
島
根
縣
） 
藤

田
紫
舟

（滋

 

賀
縣
）
佃
永
吉
 
藤
原
千
尋
 
加
藤
昇
一
 

山
本
孝
 
笹
原
憲

一 

野

 

坂
勉
 
影
山
達
雄
 
田
中
瑞
穗
 
田
中
亨
 
門
脇
勳

 
船
木
庄
太
郎

 
（
鳥
取
縣
）
 
井

口
正
作
（
兵
庫
縣
） 
松
本
博
 
影

久
良
雄
（
廣
島
縣
）

 
山
崎
忠
雄
（
山
口
縣
）

小
野
幸
次
郎
（
岡
山
縣

）

濱

田
勝

一
郎

（高
知

 

縣
）
以
上

講

習
中
は
幸

に
好
天
氣

が
續

い
た
、
戸
外
寫

生
も
思
ひ
の
ほ
か
好
結
果
を

得

て
、
最
終

の
成
績
品
批
評
會
は
賑
は

つ
た
。

敦
賀
も
八
月

二
十

一
日
か
ら

一
週
間
、
同
町
小
學
校
て
開
か
れ
た
。
申
込

は
四
十
六
七
名
に
達

し
た
、
其
内

の
出
席
者
の
姓
名
は

 
輕
部
清
助
 
熊
谷
直
則
 
衣
目
忠
 
壇
野
長
次
郎
 
山
崎
伊
三
郎
 
高

 
橋
鴻
 
山
口
與

三
郎
 
田
中
富
次
 
大
竹
き
く
ゑ
 

岡
村
ま
さ
 

三
谷

 
ち
か
 
岩
井
し
づ
 
渡
邊
覺
治
 
戸
田
源
助
 
水
島
文

五
郎

 
小
林
幾

 
太
 
平
井
要
 
山
形
寛
 
加
藤
與
次
郎
 
小
板
新
三
郎
 
細
井
數
摩

 
竹

下
善
一
 
的

城
磯
十
郎
 
小
林
關
智
 
山

田
圓
 
山
田
利
四
郎
 
薩

 
摩
總
雄
（
以
上
福
井
縣
）
 
川
村
平

藏
 
（
滋
賀
縣
） 
成
瀬
十
郎
 
水
谷

 
藤
太
郎
（
岐
阜
縣
）
 
山
田
直

一
郎
（長
野
縣
）
 
長
谷
川
利
行
 
伊
吹
廣

 
士
（
大
阪
府
）
 
小
林
雄

一 

坂
上

一
二（兵
庫
縣
） 
山
根
重
雄

（
岡
山

 
縣
） 
神

野
多
喜
藏
（廣
島
縣
） 
遠
山
重
雄
（
香
川
縣
） 
喜
多
寅
助

 
佐
久
間
準
三
（
三
重
縣
）
以
上

講
習
中

一
日
烈
し

い
風
雨
が
あ

つ
た
が
、
概
し
て
晴
天
續

き
で
成
績
は
良

好
で
あ

つ
た
、
敦
賀
で
は
夜
間
講
習
は
二
回
開

い
た
。

松
江
及
敦
賀
共
、
出
席
者
は
、
小
學
校
敎

員
を
最
多
數

と
し
て
、
小
學
よ

り
大
學

に
到
る
各
種

の
學
校
生
徒

、
官
公
吏
、
中
等
敎
員
、
實
業
家
等
で

あ
る
、
ま
た
、
其
内

の
數
氏
は
既

に
本
年
迄

五
回
も
引
續
き
出
席
さ
れ
て

ゐ
る
、
特

に
珍
ら
し
く
も
婦
人
會
員
は

い
つ
よ
り
も
多
數

で
あ

つ
た
。

敦
賀
に
於

て
は
、
茶
話
會

は
唯

一
回
切
り
で
あ
つ
た
が
、
其
代
り
大

に
振

つ
た
、
ま
た
敦
賀

の
宿
は
、
三
十
人
近
く

の
合
宿
で
あ
つ
た
に
拘
は
ら
ず

極

め
て
親
密

に
且
無
事

に
目
々
樂
し
く
暮

さ
れ
た
。

今
回

の
講
習
に
も
、
例
年
の
如
く
、
會
員
間
に
は
珍
談
奇
聞
が
澤
山
あ
つ

た
ら
し

い
が
、
さ
つ
ぱ
り
報
告
が
來
な

い
、
い
づ
れ
着
次
第
、
出
席
な
き

方

の
た
め
に
御
披
露
し
や
う
（大
下
藤
次
郎
）

■
寄
書
は
澤
山
あ
る
が
出
し
切
れ
ぬ
、
漸
次
掲
載

し
ま
す
か
ら
投
書
家
は

氣
永
く
お
待
下
さ

い
。


